
全米最新トミー・ジョン術（肘尺側側副靭帯損傷、再
建術）をエビデンスで徹底解説。最新ハイブリッド式
の背景にも迫ります

2011 年メジャーリーグは、「健康・外傷障害追
跡システム」を構築し、メジャー・マイナー選
手すべての外傷、障害を電子データで記録。特
に肘については、選手が痛みが出た時から引退
するまで追跡。追跡記録にはチーム医師の診断
だけでなく、MRI など画像、PRP を含めた治療、
再建術（トミー・ジョン術）の執刀医師とその
手法、リハビリテーション過程、再々建術の発
生などすべて電子化

UCL 再建術後の 1 年間は回復期になり、試合に
向けての復帰は術後 2 年目以降。メジャーリー
グ投手の 26％、4 人に 1 人以上がトミー・ジョ
ン術を受けている

蓄積されるエビデンス（上記、学術誌出版数）は、
医師の判断を確固とし、選手に最善の選択を提
供、球団は大型契約。一方で、高校生もトミー・
ジョン術あるいはインターナルブレイス修復術
の流行化

MLB サンフランシスコ・ジャイアンツチーム整形外科執刀医 Dr. Akizuki の UCL 再建術をすぐ横で学
ぶ。最新のエビデンスを含め徹底的に解説します。

オンラインセミナー（アーカイブ配信あり）
開催日時：11/7-11/28 各木曜日 18:00-19:30（90 分）
受講料：18,000 円（4 回通し券：4500 円 ×4 回）（税込）
詳細、申込： グーグルフォーム

                           お申し込み QR コード

鶴池柾叡 PhD, ATC

https://water-holder.com/webinar

https://forms.gle/d2SkkoKv8Dr5x3kU6
https://water-holder.com/speaker/
https://water-holder.com/webinar

